
２月県議会・予算委員会で質問する
茂呂剛議員

経
営
厳
し
い
東
葉
高
速
鉄
道

〝
県
民
の
足
〞守
る
手
立
て
を

２月県議会・予算委員会２月県議会・予算委員会
　
八
千
代
市
選
出
の
茂
呂
剛
議
員
は
、2

月
県
議
会
の
予
算
委
員
会
に
登
壇
し
、令

和
4
年
度
予
算
案
に
計
上
さ
れ
た
議
案
に

つ
い
て
た
だ
し
た
。こ
の
中
で
茂
呂
議
員

は
、経
営
が
厳
し
い
東
葉
高
速
鉄
道
へ
の

支
援
策
を
は
じ
め
、八
千
代
広
域
公
園・萱

田
地
区
の
計
画
な
ど
身
近
な
課
題
を
取
り

上
げ
て
質
問
し
た
。そ
の
概
要
を
お
伝
え

す
る
。

　
東
葉
高
速
鉄
道
の
経
営
状
況

　
茂
呂
議
員　
東
葉
高
速
鉄

道
は
、
近
年
、
沿
線
の
宅
地
開

発
等
に
よ
り
利
用
者
数
は
堅
調

に
伸
び
た
が
、新
型
コロ
ナ
に
よっ

て
利
用
者
数
が
減
少
、
大
幅
な

減
収
に
見
舞
わ
れ
、
会
社
に
とっ

て
も
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い

て
い
る
と
聞
く
。

　
そ
こ
で
伺
う
が
、
現
在
の
会

社
の
経
営
状
況
は
ど
う
か
。　

　
交
通
計
画
課
長　
東
葉
高

速
鉄
道
の
今
年
度
1
月
ま
で
の

運
輸
収
入
は
、
感
染
拡
大
前
の

平
成
30
年
度
と
比
べ
、
通
勤
・

通
学
定
期
は
26
．6
％
の
減
、

定
期
外
で
は
13
．9
％
の
減
と
な

る
な
ど
、
収
入
の
確
保
が
課
題

と
なって
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
2
年
度
決
算
に

お
い
て
、
11
期
連
続
で
黒
字
を

計
上
で
き
て
い
る
も
の
の
、
依

然
と
し
て
約
2
，4
0
0
億
円

の
長
期
債
務
を
抱
え
、
毎
年
、

70
億
円
程
度
の
元
利
償
還
が
経

営
を
圧
迫
す
る
な
ど
、
厳
し
い

経
営
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
収
支
見
通
し　

　
茂
呂
議
員
　
会
社
の
今
後

の
収
支
見
通
し
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

　
交
通
計
画
課
長　
昨
年
11

月
の
自
立
支
援
委
員
会
で
確

認
し
た
長
期
収
支
推
計
で
は
、

運
輸
収
入
の
回
復
見
込
み
に
つ

い
て
推
計
し
、
通
勤
定
期
が

85
％
、
通
学
定
期
・
定
期
外

が
90
％
ま
で
し
か
回
復
し
な
い

最
も
厳
し
い
ケ
ー
ス
で
は
、
令

和
10
年
度
に
も
資
金
シ
ョ
ー
ト

す
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
資
金
シ
ョ
ー
ト
へ
の
対
応

　
茂
呂
議
員　
東
葉
高
速
鉄

道
は
、
地
域
の
通
勤
通
学
の
足

と
し
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

公
共
交
通
機
関
で
あ
る
。県
は
、

資
金
シ
ョ
ー
ト
の
回
避
に
向

け
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
の
か
。

　
交
通
計
画
課
長　
国
や
沿

線
市
な
ど
の
関
係
者
で
構
成
す

る
自
立
支
援
委
員
会
に
お
い

て
、
会
社
の
経
営
状
況
や
取
組

状
況
を
引
き
続
き
注
視
し
な

が
ら
検
証
し
て
い
く
と
と
も
に
、

資
金
シ
ョ
ー
ト
の
可
能
性
が
あ

る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、

速
や
か
に
支
援
策
の
実
施
に
移

行
で
き
る
よ
う
協
議
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
に
対
し
て
は
、
鉄

道
・
運
輸
機
構
に
対
す
る
長
期

債
務
の
縮
減
や
利
払
い
の
軽
減

な
ど
に
つ
い
て
、
粘
り
強
く
働

き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
あ
ら
ゆ
る
収
入
確

保
策
を
検
討
す
る
な

ど
会
社
の
努
力
が
大
前
提
だ

が
、感
染
症
の
影
響
は
大
変
大

き
く
、こ
の
危
機
を
会
社
の
取

組
だ
け
で
乗
り
越
え
る
こ
と
は

困
難
だ
。資
金
シ
ョ
ー
ト
に
陥

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、県
と
し

て
も
、国
や
船
橋
市
、八
千
代

市
な
ど
の
関
係
者
と
連
携
し

て
、し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

新
年
度
に
も
造
成
着
手

八
千
代
広
域
公
園・萱
田
地
区

　
新
年
度
の
事
業
内
容　
　

茂
呂
議
員　
令
和
4
年
度
の
当

初
予
算
で
は
、都
市
公
園
整
備

事
業
と
し
て
、約
18
億
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。　　

　

現
在
、県
内
で
は
３
か
所
で
、

新
し
い
県
立
都
市
公
園
の
整
備

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、早
期
の
完

成
が
期
待
さ
れ
る
。

　
令
和
4
年
度
当
初
予
算
に
お

け
る
都
市
公
園
整
備
事
業
の
内

容
は
ど
う
か
。

　
公
園
緑
地
課
長　
令
和
4
年

度
の
都
市
公
園
整
備
事
業
で
は
、

八
千
代
広
域
公
園
な
ど
整
備
中

の
3
公
園
の
事
業
推
進
を
図
る

た
め
用
地
買
収
等
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、青
葉
の
森
公
園
な
ど

12
公
園
に
つい
て
は
、公
園
施
設

長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、陸

上
競
技
場
の
ト
ラ
ック
舗
装
の
改

修
を
は
じ
め
と
し
て
、老
朽
化
し

た
施
設
の
改
修
等
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
八
千
代
広
域
公
園
の
整
備　

　
茂
呂
議
員　
私
の
地
元
、八
千

代
市
で
も
、八
千
代
広
域
公
園
の

整
備
が
進
め
ら
れ
、新
川
を
挟
ん

で
、村
上
側
と
萱
田
側
に
分
か
れ
て

い
る
。村
上
側
は
既
に
開
園
し
、八

千
代
市
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
が

多
く
の
住
民
に
利
用
さ
れ
ている
。

　
一方
、萱
田
側
の
整
備
は
、こ
れ

か
ら
本
格
化
し
て
い
く
予
定
と

聞
い
て
い
る
が
、八
千
代
広
域
公

園
は
、今
後
、ど
の
よ
う
に
整
備

を
進
め
て
い
く
の
か
。

　
公
園
緑
地
課
長　
令
和
4

年
度
は
、萱
田
側
に
つい
て
、市
の

協
力
を
得
な
が
ら
、残
る
用
地
の

取
得
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、一

部
造
成
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、園
路
や
広
場
な
ど
の

公
園
施
設
の
整
備
に
取
り
組

み
、順
次
供
用
で
き
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
八
千
代
広
域
公
園
を

始
め
、新
た
な
県
立
都

市
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
県
民
が
期
待
し
て
お

り
、引
き
続
き
、着
実
に
取
り

組
む
よ
う
お
願
い
す
る
。ま

た
、利
用
者
が
、快
適
、安
全
に

楽
し
め
る
よ
う
、適
切
な
公
園

施
設
の
維
持
管
理
に
努
め
る
よ

う
お
願
い
す
る
。

酪
農
へ
の
支
援
望
む

　
生
産
性
向
上
へ
の
取
組

　

茂
呂
議
員　
八
千
代
市
は
、

昭
和
初
期
に
乳
業
会
社
系
列
の

牧
場
が
東
京
か
ら
移
転
し
て
き

た
こ
と
か
ら
酪
農
が
盛
ん
な
地
域

だ
が
、宅
地
化
が
進
み
、規
模
拡
大

は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。こ
の
た
め

収
益
性
の
高
い
酪
農
経
営
実
現
の

た
め
に
は
、乳
牛
1
頭
当
た
り
の

牛
乳
生
産
量
を
増
や
し
、生
産
性

を
高
め
てい
く
こ
と
が
重
要
だ
。

　
都
市
近
郊
の
酪
農
に
お
け
る

生
産
性
向
上
に
つ
い
て
、
県
は

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
県
で
は
、

乳
量
が
少
な
い
乳
牛
を
、
新
た

な
乳
牛
に
更
新
す
る
取
組
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
健
康
な
乳

牛
を
育
て
る
た
め
に
重
要
と
な
る

哺
乳
・
育
成
期
の
管
理
技
術
の

改
善
指
導
を
行って
お
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
夏
季
の
暑
熱
に
よ

る
乳
量
低
下
を
防
ぐ
た
め
、
牛

舎
屋
根
の
遮
熱
材
を
塗
布
す
る

取
組
に
も
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
労
働
負
担
軽
減
へ
の
取
組

　
茂
呂
議
員　
本
県
は
全
国
有

数
の
酪
農
県
だ
が
、
酪
農
家
の
減

少
傾
向
が
続
いてい
る
と
聞
く
。

　
そ
の
要
因
と
し
て
、
酪
農
は
、

毎
日
の
搾
乳
作
業
や
昼
夜
問
わ

な
い
繁
殖
管
理
な
ど
、
労
働
負

担
が
大
き
い
と
い
う
。

　
そ
こ
で
伺
う
が
、
労
働
負
担

の
軽
減
に
つ
い
て
、
県
と
し
て

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
畜
産
課
長　
労
働
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
は
、
搾
乳
作

業
に
お
け
る
機
器
を
自
動
搬
送

す
る
装
置
や
、
発
情
や
分
娩
兆

候
を
確
認
す
る
監
視
装
置
な
ど

の
導
入
が
有
効
で
す
。

　
県
で
は
、
こ
れ
ら
スマ
ー
ト
機

器
の
導
入
を
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
、
労
働
負
担
の
軽
減
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
、

牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
が
落
ち

込
ん
で
い
る
。
春
休
み
も
牛
乳

が
余
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
引

き
続
き
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
消

費
拡
大
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

　
飼
料
の
安
定
供
給
の
取
組

　
茂
呂
議
員　
飼
料
の
供
給
が

不
安
定
と
な
っ
て
お
り
、
地
元

の
酪
農
家
か
ら
安
定
供
給
を
求

め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
県
は
、飼
料
の
安
定
供
給
に
、

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
畜
産
課
長　
県
で
は
、
荒
廃

農
地
等
を
活
用
し
た
自
給
飼
料

の
生
産
拡
大
を
図
る
た
め
の
機

械
等
の
導
入
や
、
稲
作
か
ら
飼

料
作
物
へ
の
転
換
に
要
す
る
経

費
を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
未
利
用
資
源
等
の
活

用
を
推
進
す
る
た
め
、
食
品
製

造
業
者
に
対
し
飼
料
と
し
て
利

用
可
能
な
食
品
製
造
副
産
物
を

調
査
し
、
今
後
利
用
を
希
望
す

る
農
家
に
対
し
て
情
報
を
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
酪
農
を
続
け
る
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
お
り
、

酪
農
家
が
事
業
を
継
続
で
き
る

よ
う
な
支
援
を
お
願
い
す
る
。

要望

要望

要望要望

“ふるさとちば”のための政策推進を
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再質問と要望を述べる茂呂議員

待
機
児
童
解
消
へ
１０５
施
設
を
整
備

待
機
児
童
解
消
へ
１０５
施
設
を
整
備

旧
花
見
川
二
中
の
活
用
で
対
処

　
旧
花
見
川
二
中
選
定
の
理
由

　
茂
呂
議
員　
八
千
代
市
に
あ

る
県
立
八
千
代
特
別
支
援
学
校

は
、昭
和
54
年
に
児
童
生
徒
71
人

で
開
校
し
た
。そ
の
後
、周
辺
地

域
の
宅
地
開
発
が
進
ん
だ
こ
と
な

ど
か
ら
、特
別
支
援
学
校
に
通
う

子
供
た
ち
も
増
加
し
、今
年
度
は

1
8
4
人
が
在
籍
し
て
い
る
。児

童
生
徒
数
増
加
に
よ
り
近
年
、八

千
代
校
は
教
室
不
足
状
態
が
続

い
て
お
り
、過
密
状
況
の
解
消
対

策
は
、喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　
過
密
状
況
への
対
応
と
し
て
、

第
2
次
県
立
特
別
支
援
学
校

整
備
改
革
に
お
い
て
、八
千
代
と

千
葉
の
特
別
支
援
学
校
を
対
象

と
し
た
新
設
を
計
画
し
て
い
る
。

　

新
年
度
当
初
予
算
案
に「
旧
千

葉
市
立
花
見
川
中
学
校
」を
活
用

し
た
新
設
校
配
置
に
伴
う
基
本
設

計
等
の
経
費
が
計
上
さ
れ
た
が
、な

ぜ
、新
設
校
に
旧
千
葉
市
立
花
見

川
第
二
中
学
校
を
選
定
し
た
の
か
。

　

特
別
支
援
教
育
課
長　
新

設
校
で
学
ぶ
児
童
生
徒
に
とって

望
ま
し
い
教
育
環
境
を
確
保
す

る
と
い
う
観
点
か
ら
、通
学
の
利

便
性
や
想
定
し
た
受
入
規
模
に

対
応
で
き
る
か
な
ど
を
総
合
的

に
判
断
し
て
、旧
花
見
川
第
二
中

学
校
を
選
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

通
学
区
域
の
設
定
方
針　

　

茂
呂
議
員　
新
設
校
に
は
、

八
千
代
市
の
子
供
た
ち
も
通
学

す
る
と
思
う
が
、通
学
区
域
設

定
に
あ
た
り
、今
後
、ど
ん
な
方

針
で
、い
つ
頃
決
定
す
る
の
か
。

　

特
別
支
援
教
育
課
長　
新

設
校
の
通
学
区
域
に
つい
て
は
、

千
葉
市
と
八
千
代
市
の一部
、及

び
習
志
野
市
を
想
定
し
て
い
ま

す
が
、詳
細
に
つい
て
は
、今
後
、

関
係
市
と
協
議
を
進
め
、概
ね

開
校
の
2
年
前
ま
で
を
目
途

に
、な
る
べ
く
早
期
に
決
定
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
八
千
代
校
の
過
密
へ
の
対
応

　
新
年
度
の
施
設
整
備　
　

　

茂
呂
議
員　
保
育
ニ
ー
ズ
の

増
加
等
に
対
応
す
る
た
め
、待

機
児
童
の
解
消
を
図
る
こ
と
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　
保
育
所
等
の
待
機
児
童
解

消
の
た
め
、令
和
4
年
度
に
ど

の
く
ら
い
の
施
設
整
備
を
見
込

ん
で
い
る
の
か
。

　
健
康
福
祉
部
長　
保
育
所

及
び
小
規
模
保
育
事
業
所
等
の

整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、国
の
交

付
金
に
県
独
自
の
上
乗
せ
を
行

い
、令
和
4
年
度
は
1
0
5
施

設
、定
員
数
で
、約
5
，0
0
0

人
分
を
見
込
ん
で
お
り
、当
初

予
算
案
に
は
20
億
4
，5
2
0

万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
相
談
件
数
と
就
職
実
績

　

茂
呂
議
員　
受
け
皿
の
整
備

に
伴
い
、担
い
手
と
な
る
保
育
士
の

確
保・定
着
も
重
要
だ
。県
は
、様
々

な
取
組
を
行って
い
る
が
、そ
れ
で

も
保
育
士
不
足
が
生
じ
ている
。

　
県
が
設
置
し
て
い
る「
ち
ば
保

育
士・保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、就
職
相
談
や
人
材
バ
ン
ク

を
運
用
し
て
お
り
、紹
介
料
は

無
料
な
の
で
、積
極
的
な
活
用
が

効
果
的
だ
と
思
う
。

　
ち
ば
保
育
士・保
育
所
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
就
職
相
談

件
数
、同
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
た

就
職
実
績
は
ど
う
か
。

　

子
育
て
支
援
課
長　
令
和

3
年
度
の
就
職
相
談
件
数
は
、

令
和
4
年
1
月
末
現
在
で
前
年

度
の
同
期
比
4
4
0
件
増
の
2
，

0
8
5
件
、就
職
件
数
は
前
年

度
の
同
期
と
同
じ
54
件
で
す
。

　

な
お
、就
職
件
数
は
、例
年
、

年
度
末
の
2
月
、3
月
で
大
き

く
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
保
育
補
助
者
の
確
保　
　

　
茂
呂
議
員　
保
育
士
不
足
の

中
、新
型
コロ
ナ
な
ど
に
よ
り
、現

場
の
保
育
士
は
非
常
に
疲
弊
し

て
い
る
。保
育
士
を
補
助
し
、負

担
軽
減
に
も
繋
が
る
保
育
補
助

者
の
確
保
も
必
要
だ
が
、県
は

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　

子
育
て
支
援
課
長　
県
で

は
、保
育
士
の
勤
務
環
境
改
善

に
取
り
組
む
事
業
者
に
対
し
、

保
育
補
助
者
の
雇
用
経
費
へ
の

補
助
を
行
って
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、保
育
補
助
者
と
し
て

は
、子
育
て
支
援
員
の
認
定
を

受
け
た
方
が
期
待
さ
れ
て
い
る

た
め
、県
で
は
、子
育
て
支
援
員

の
認
定
研
修
の
開
催
経
費
と
し

て
、令
和
4
年
度
当
初
予
算
案

に
お
い
て
、定
員
を
前
年
度
か
ら

6
0
0
人
増
や
し
、1
，3
3
0

茂呂つよし
●県政と八千代市に関するご意見・ご要望をお聞かせください。

県　議
事務所

ＴＥＬ０４７-４８０-０２４４  ＦＡＸ０４７-４58-7033
〒２７6－００４6 八千代市大和田新田1092-7

　
茂
呂
議
員
　
新
設
校
は
令

和
9
年
度
ま
で
に
開
校
す
る
と

い
う
が
、開
校
ま
で
の
間
、八
千

代
校
の
過
密
状
況
に
、ど
う
対

応
す
る
の
か
。

　

特
別
支
援
教
育
課
長　
新

設
校
が
開
校
す
る
ま
で
は
、子
供

た
ち
の
学
習
に
支
障
の
な
い
よ

う
、一時
的
に
教
室
を
整
備
す
る

な
ど
、工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
設
校
の
開
校
に
よ

り
、八
千
代
特
別
支
援

学
校
に
通
学
す
る
子
供
た
ち
の

教
育
環
境
が
大
き
く
改
善
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
。一年
で
も
早

く
新
設
校
が
開
校
で
き
る
よ

う
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

人
分
、4
，5
8
4
万
円
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。

　「
ち
ば
保
育
士・保
育

所
支
援
セ
ン
タ
ー
」が

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
」等
の
就

職
支
援
施
設
と
連
携
す
る
な

ど
、様
々
な
角
度
か
ら
人
材
確

保
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
研
究
し
、一層
の
人
材
確
保

に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
更
に
、疲
弊
す
る
保
育
現
場

に
対
し
、人
的
、物
的
に
援
助

す
る
具
体
策
を
要
望
す
る
。

　
研
修
の
実
施
状
況

　
茂
呂
議
員　
保
育
の
人
材
確

保
と
と
も
に
、保
育
士
の
資
質
向

増える外国人児童生徒

日本語学習等の支援増要望
上
も
重
要
だ
。保
育
士
等
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
が
あ
る
が
、

そ
の
実
施
状
況
は
ど
う
か
。

　
子
育
て
支
援
課
長　
研
修
の

修
了
者
は
、平
成
29
年
度
か
ら

今
年
度
末
ま
で
の
見
込
み
で
延

べ
2
6
，2
9
7
人
で
あ
り
、令

和
４
年
度
と
合
わ
せ
る
と
、延
べ

3
6
，7
4
7
人
が
研
修
を
修

了
す
る
見
込
み
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、来
年
度
に
県
が
実
施

す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
は
、

時
間
や
受
講
場
所
等
が
自
由
に

選
択
で
き
る
よ
う
、全
て
の
科
目

を「ｅ
ラ
ー
ニン
グ
」に
よ
り
実
施

す
る
予
定
で
す
。

　
日
本
語
指
導
教
員
の
支
援
状
況

　
茂
呂
議
員
　
日
本
語
指
導
が
必
要

な
外
国
人
の
児
童
生
徒
数
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、平
成
30
年
度
の
国
の
調
査
に

よ
る
と
、千
葉
県
内
で
も
、1
，7
7
8
名

の
児
童
生
徒
に
日
本
語
指
導
が
必
要
と

さ
れ
、更
に
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　
県
で
は
、そ
の
支
援
策
の一つ
と
し
て
、

国
か
ら
加
配
さ
れ
た
日
本
語
指
導
担

当
教
員
を
活
用
し
、日
本
語
学
習
や

学
校
生
活
の
支
援
等
を
行
っ
て
い
る

と
い
う
が
、そ
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

教
職
員
課
長　
国
の
加
配
を
活
用

し
て
配
置
し
て
い
る
日
本
語
指
導
担
当

教
員
は
、令
和
元
年
度
は
38
人
、令
和

2
年
度
は
39
人
、令
和
3
年
度
は
71
人

と
なって
お
り
、増
加
し
て
い
ま
す
。

　
外
国
人
児
童
生
徒
教
育
補
助

　
茂
呂
議
員
　
県
の
新
年
度
予
算
案

を
見
る
と
、新
規
事
業
と
し
て
外
国

人
児
童
生
徒
等
教
育
補
助
事

業
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。そ
の

目
的
と
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

　
学
習
指
導
課
長　
国
の
補
助

事
業
を
活
用
し
、県
内
公
立
小

中
学
校
に
在
籍
す
る
、日
本
語

を
母
語
と
し
な
い
児
童
生
徒
の

学
習
及
び
学
校
生
活
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、市

町
村
が
行
う
相
談
員
等
の
派
遣

や
翻
訳
機
導
入
等
の
経
費
を
助

成
す
る
も
の
で
す
。

　
対
象
市
町
村
の
決
定
法
　

　
茂
呂
議
員
　
対
象
市
町
村

は
、ど
の
よ
う
に
決
め
る
の
か
。

　
学
習
指
導
課
長
　
補
助
を

希
望
す
る
市
町
村
か
ら
県
に
申

請
し
て
い
た
だ
き
、国
が
示
し
た

補
助
要
件
等
を
精
査
し
た
上

で
、国
に
要
請
し
、国
か
ら
の
交

付
決
定
が
な
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
補
助
用
件
と
は

　

茂
呂
議
員
　
補
助
用
件
と

は
、ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

学
習
指
導
課
長　
各
自
治

体
に
、外
部
有
識
者
を
混
じ
え

た
協
議
会
を
設
置
し
、支
援
の

在
り
方
等
を
検
討
す
る
こ
と
、

対
象
と
な
る
学
校
の
指
導
体
制

を
整
え
る
こ
と
、事
業
の
成
果
を

近
隣
自
治
体
に
も
普
及
さ
せ
る

こ
と
等
と
なって
お
り
ま
す
。

　
日
本
語
指
導
が
必
要

な
全
て
の
外
国
人
児
童

生
徒
等
が
、日
本
語
を
学
習
で

き
る
よ
う
に
な
り
、明
る
く
、健

や
か
な
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、市
町
村
への
支
援
充
実
も
含

め
、尽
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

旧
花
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川
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中
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で
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処

旧
花
見
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用
で
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処

旧
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処

旧
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旧
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処

旧
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